
右
の
点
に
も
注
目
し
て
研
究
を
進
め
た
い
。

　

な
お
、
私
は
外
様
大
名
領
国
の
う
ち
、
津
藩
の
地
域
社
会
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が

あ
る（
（1
（

。
不
十
分
な
が
ら
、
外
様
大
名
領
国
の
例
と
し
て
、
当
該
地
域
社
会
に
つ
い
て
も
議

論
に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
。

　

以
上
を
念
頭
に
、
私
な
り
に
近
世
地
域
社
会
論
の
新
た
な
展
開
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思

う
。

（
１
）『
日
本
史
研
究
』
五
六
四
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
２
）（
３
）『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）�「
久
留
島
浩
著
『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』」（『
日
本
史
研
究
』
五
〇
四
号
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
５
）『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
６
）�「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
大
庄
屋
制
支
配
」（『
歴
史
学
研
究
』七
二
九
号
、一
九
九
九
年
）・�

 「
近
世
後
期
の
大
庄
屋
組
行
政
と
地
域
的
入
用
」（『
日
本
史
研
究
』
五
六
四
号
、

二
〇
〇
九
年
）・「
大
庄
屋
と
組
合
村
」（『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』
一
四
巻　

近
世
五
所

収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
７
）�

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
岩
城
卓
二
が
、「
藪
田
が
近
世
に
は
藩
領
国
・
支
配
国
・
非
領
国

と
い
う
三
つ
の
地
域
設
定
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
、
支
配
国
に
飛
躍
し
た
位
置
を
与
え

て
い
る
こ
と
に
は
賛
同
し
か
ね
る
」（
岩
城
卓
二
『
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
』、
柏

書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。
岩
城
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

藪
田
の
支
配
国
論
は
、
基
本
的
に
幕
府
広
域
支
配
の
み
の
検
討
か
ら
立
論
さ
れ
て
お
り
、

畿
内
・
近
国
の
支
配
構
造
の
一
側
面
を
言
い
当
て
た
に
過
ぎ
な
い
。
時
期
的
に
も
一
七
世

紀
を
対
象
と
し
、
一
八
世
紀
以
降
は
展
望
に
止
ま
っ
て
い
る
。
稲
葉
は
藪
田
の
議
論
に
賛

同
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
現
段
階
で
は
、
支
配
国
と
非
領
国
と
を
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と

に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
８
）�『
近
世
の
豪
農
と
村
落
共
同
体
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）・『
近
世
村
落
の
特

質
と
展
開
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
）・『
豪
農
・
村
落
共
同
体
と
地
域
社
会
―
近
世

か
ら
近
代
へ
―
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）・『
近
世
の
村
落
と
地
域
社
会
』（
塙
書
房
、

二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
９
）『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論　

増
補
版
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
八
五
年
）。

（
10
）�

拙
著
『
村
役
人
の
お
仕
事
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）・
同
「
姫
路
藩
大
庄
屋
三
木

家
の
職
務
に
つ
い
て
」（『
奈
良
教
育
大
学
紀
要
』
六
四
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
11
）『
伊
賀
市
史
』
二　

通
史
編　

近
世
（
山
﨑
執
筆
分
）。

（
や
ま
さ
き　

よ
し
ひ
ろ
）

�

【
受
理
日　

２
０
１
９
年
11
月
11
日
】

山﨑　善弘

近
世
地
域
社
会
論
の
動
向
と
課
題
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標
と
し
て
、
外
的
契
機
で
あ
る
幕
藩
制
支
配
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
内
的
契
機
と
し
て
の

経
済
発
展
の
問
題
も
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
、
中
間
支
配
機
構
の
発
達
度
に
つ
い
て
は
説
明

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
中
間
支
配
機
構
は
基
本
的
に
中
間
層
か
ら
任
命
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
畿
内
で
は
中
間
支
配
機
構
に
任
命
さ
れ
ず
と
も
、
国
訴
惣
代
な
ど
と
し
て
地

域
住
民
の
先
頭
に
立
っ
た
の
も
中
間
層
で
あ
る
。
畿
内
に
は
多
く
の
中
間
層
が
存
在
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
薩
摩
藩
地
域
で
は
武
士
の
到
達
度
が
著
し
く
、
逆
に
中
間
支

配
機
構
の
発
達
度
が
低
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
経
済
発
展
の
側
面
か
ら
も
考
察
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
畿
内
の
場
合
は
、
状
況
が
逆
転
す
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
経
済

発
展
の
度
合
い
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
説
明
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
を
目
指
す
と
い
う
時
、
私
は
こ

う
し
た
内
的
契
機
と
外
的
契
機
と
い
う
分
析
軸
の
両
立
も
含
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
は
じ
め
に
」
の
問
題
設
定
に
従
い
、
近
世
地
域
社
会
論
の
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
克
服
の
た
め
の
方
法
も
導
き
出
し
得
た
と
思
う
。
最
後
に
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
私
の
研
究
の
方
向
性
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
。

　

当
面
、
私
は
主
に
畿
内
・
近
国
地
域
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
が
、
そ
の
個
別
性
の

深
い
把
握
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
同
地
域
社
会
を
、
近
世
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ

け
把
握
し
よ
う
と
す
る
。

　

そ
の
際
、
大
島
の
新
た
な
地
域
類
型
論
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
し
、
大
島
の

地
域
類
型
論
は
政
治
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
で
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
限
界
が
あ
る
。
純
粋

に
政
治
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
畿
内
・
近
国
は
明
ら
か
に
経
済
的
な
先
進
地
域
で
あ
り
、
経
済
的
発
展
度
の
地
域
差

も
組
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
社
会
を
問
題
に
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
中
間
層
の
存
在
形
態
や
行
動
、
さ
ら
に
は
民
衆
運
動
な
ど
の
あ
り
方
も
、
経
済
的
発

展
度
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
理
解
は
叶
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
地
域

社
会
の
外
的
契
機
と
し
て
幕
藩
制
支
配
の
規
定
性
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
内
的
契
機
の

重
要
な
要
素
と
し
て
、経
済
発
展
の
問
題
も
組
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
私
は
主
に
畿
内
・
近
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
の
だ
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
大

坂
町
奉
行
所
支
配
国
を
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
播
磨
姫
路

藩
一
五
万
石
は
非
領
国
範
疇
で
捉
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の

よ
う
に
、
明
治
政
府
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
一
五
万
石
以
上
を
大
藩
と
捉
え
た
。
ま

た
、
小
規
模
領
主
が
散
在
し
、
個
別
領
主
権
が
脆
弱
な
地
域
と
さ
れ
る
非
領
国
だ
が
、
姫

路
藩
は
小
規
模
領
主
に
は
該
当
し
な
い
。

　

姫
路
藩
は
西
国
を
監
視
す
る
要
衝
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
播
磨
は
も
ち
ろ
ん
、

畿
内
・
近
国
内
で
最
大
の
領
域
を
誇
り
、
強
固
な
領
域
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
要

と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
大
庄
屋
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
核
に
地
域
社
会
が
成
立
・

展
開
し
て
い
た（
（1
（

。
当
該
地
域
社
会
は
、
非
領
国
型
の
地
域
社
会
と
は
い
え
ず
、
領
国
型
の

地
域
社
会
と
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
る
。
そ
う
捉
え
た
時
、
姫
路
藩
領
は
、
表
１
で
は
⑸

に
分
類
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
姫
路
藩
は
幕
府
に
よ
る
全
国
的
な
軍
事
戦
略
に
基
づ
い
て
配

置
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
畿
内
・
近
国
内
に
あ
り
な
が
ら
、
非
領
国
範
疇
で
捉
え
ら
れ
な
い

規
模
で
あ
り
、
幕
府
に
よ
る
戦
略
的
位
置
づ
け
に
対
応
す
る
形
で
、
地
域
社
会
の
あ
り
方

も
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

当
然
、
非
領
国
型
の
地
域
社
会
と
領
国
型
の
地
域
社
会
の
個
性
や
差
異
に
注
目
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
が
、
近
年
、
畿
内
・
近
国
内
の
非
領
国
地
域
社
会
に
加
え
、
姫
路
藩
領

地
域
社
会
の
分
析
を
進
め
る
中
で
、
両
者
の
個
性
や
差
異
が
明
ら
か
に
な
る
一
方
で
、
両

者
は
一
八
世
紀
以
降
に
政
治
社
会
し
て
成
熟
し
て
い
く
の
で
あ
り
（
自
治
と
の
対
応
関
係

を
示
す
場
合
と
、
幕
藩
政
治
と
の
対
応
関
係
を
示
す
場
合
と
が
あ
る
）、
そ
の
担
い
手
た

る
中
間
層
に
つ
い
て
も
、
地
域
社
会
に
お
け
る
経
済
的
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
治
的

主
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深

い
把
握
と
一
般
化・普
遍
化
を
両
立
さ
せ
る
と
は
、こ
う
し
た
点
に
も
注
目
し
、最
終
的
に
、

近
世
的
な
地
域
社
会
の
構
造
と
そ
の
特
質
に
迫
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
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る
。
地
域
社
会
を
研
究
す
る
論
者
の
多
く
は
居
住
地
と
の
関
係
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
こ
と
が
多
く
、私
も
そ
れ
に
漏
れ
な
い
（
元
関
西
居
住
者
）。
た
だ
し
、

関
東
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
加
え
た
と
い
っ
て
も
、
東
京
居
住
者
の
私
が
、
な
お
畿
内
・

近
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
続
け
る
の
に
は
、
当
然
、
学
術
上
の
積
極
的
な
理
由
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。

　

徳
川
幕
府
が
関
東
と
関
西
を
二
大
拠
点
と
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
列
島
規

模
の
統
一
政
権
た
り
え
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
関
東
と
関
西
は
幕
藩
制

社
会
の
枢
要
地
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
近
世
社
会
の
一
つ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
表
１

で
い
え
ば
、
関
八
州
は
⑴
、
畿
内
・
近
国
は
⑵
の
う
ち
の
大
坂
城
周
辺
地
域
に
相
当
す
る
。

　

関
八
州
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
も
今
後
進
め
て
い
く
が
、
当
面
、
私
は
主
に
畿
内・

近
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
設
定
す
る
。
基
本
的
に
畿
内
・
近
国
内
の
地
域
社
会
を
分
析

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
個
別
性
の

深
い
把
握
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
畿
内
・
近
国
地
域
社
会
を
、
幕
藩
制
支
配
と
の
関
係

を
意
識
し
な
が
ら
分
析
し
、
そ
う
し
て
近
世
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
把
握
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
を
と
る
。

　

な
お
、
私
は
大
島
の
問
題
提
起
を
受
け
止
め
て
い
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
全
面
的
に

賛
同
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
島
に
よ
る
「
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
」
に
は
大
き
な

盲
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
島
は
新
た
な
地
域
類
型
論
の
提
起
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
経
済
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
た
地
域
類
型
を
否
定
し
、
政
治
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
で
捉
え
た
地
域

類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
形
成
が
近
世
中
後
期
以
降
の
経
済
発
展
と
密

接
な
関
係
に
あ
り
、
ま
た
地
域
社
会
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
中
間
層
の
存
在
形
態
は
、

政
治
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
で
説
明
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
、
こ
の
点
を
全
面
的

に
論
じ
る
た
め
の
用
意
を
欠
く
が
、「
大
き
な
物
語
」（
こ
の
場
合
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
や

近
代
化
論
に
な
る
だ
ろ
う
）
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
先
進
―
中
間
―
後
進

と
い
う
地
域
類
型
を
批
判
的
に
継
承
す
る
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
畿
内
・
近
国
は
明

ら
か
に
経
済
的
な
先
進
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
国
訴
な
ど
当
該
地
域
に
特
有
の
民
衆
運

動
も
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
畿
内
・
近
国
と
関
東
を
比
べ
る
と
、
経
済
的
発
展

度
の
地
域
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
安
岡
の
非
領
国
論
は
い
ま
だ
注
目
し
て
よ
い
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

安
岡
は
非
領
国
の
範
疇
を
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
設
定
し
て

い
た
。

　

し
つ
こ
い
よ
う
だ
が
、
私
は
大
島
に
よ
る
提
起
を
評
価
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
問
題
点

を
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
大
島
は
畿
内
地
域
社
会
に
つ
い
て
、
秀
村
選
三
『
幕
末
期

薩
摩
藩
の
農
業
と
社
会
―
大
隅
国
高
山
郷
士
守
屋
家
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
四
年
）
の
自
ら
に
よ
る
書
評
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

外
城
制
と
呼
ば
れ
る
薩
摩
藩
の
独
特
な
在
地
支
配
の
構
造
が
、
地
域
の
社
会
経
済

的
後
進
性
と
い
っ
た
言
説
に
回
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
旧
族
居
付
と
い
う
歴
史

的
系
譜
と
、外
様
の
大
藩
と
し
て
幕
府
に
対
す
る
軍
事
的
臨
戦
態
勢
の
維
持
と
い
う
、

こ
れ
も
幕
府
の
全
国
支
配
の
中
で
の
薩
摩
藩
の
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
筆
者
が
関
心
を
ひ
い
た
の
は
、
薩
摩
藩
で
は

村
の
庄
屋
も
郷
士
が
つ
と
め
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
近
世
国
家
・

領
主
支
配
に
お
け
る
武
士
の
在
地
到
達
度
」
と
い
う
概
念
を
設
定
す
れ
ば
、
薩
摩
藩

は
全
国
の
中
で
お
そ
ら
く
最
大
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
畿
内
で
は
国
家
（
奉
行
）
支
配
・
領
主
支
配
に
お
け
る

武
士
の
在
地
到
達
度
は
極
小
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
近
世
中
期
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な

中
間
支
配
機
構
が
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
岩
城
の
問
題
提
起
（
大
坂
城
＝
西

国
警
固
軍
事
拠
点
論
―
引
用
者
）
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
も
畿
内
と
い
う
地
域
が
幕

府
の
全
国
支
配
の
中
で
お
か
れ
た
戦
略
的
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

従
来
、後
進
地
域
と
し
て
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
類
型
化
さ
れ
て
き
た
薩
摩
藩
地
域
を
、

や
は
り
政
治
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
な
お
し
、
薩
摩
藩
地
域
と
は
対
照
的
な
地
域
と
し
て

畿
内
を
捉
え
て
い
る
。
一
つ
の
有
効
な
捉
え
方
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
指

山﨑　善弘

近
世
地
域
社
会
論
の
動
向
と
課
題
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よ
う
な
要
素
は
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
、
⑴
～
⑹
に
示
す
よ
う
な
幕
府
全
国
支
配
の
中
で
の
当
該
地
域
の
位

置
づ
け
に
よ
っ
て
、
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
旧
族
居
付
型
で
多
数
の

武
士
が
在
地
居
住
す
る
と
い
う
要
因
は
、
非
領
国
地
域
と
は
全
く
違
っ
た
地
域
社
会

を
出
現
さ
せ
る
し
、
転
入
型
外
様
藩
の
場
合
、
幕
府
か
ら
の
圧
迫
に
よ
っ
て
家
臣
団

規
模
に
比
し
て
狭
隘
な
所
領
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
一
部
の
家
臣
を
土
地
開
発
目
的
で

土
着
さ
せ
た
り
、領
民
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る
ケ
ー
ス
（
米
沢
藩
）
も
出
現
す
る
。

　

大
島
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
、
単
純
な
対
応
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
危
険
だ
が
、
領

国
（
或
い
は
藩
領
）
―
非
領
国
と
い
っ
た
二
分
法
よ
り
、
は
る
か
に
現
実
に
即
し
た
対
応

関
係
を
想
定
で
き
る
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
大
島
は
そ
の
提
起
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

現
在
の
近
世
地
域
社
会
論
は
、
主
に
近
世
後
期
に
お
け
る
、
地
域
経
済
の
展
開
に

伴
う
諸
問
題
（
典
型
的
に
は
物
価
問
題
）
や
、
社
会
秩
序
の
弛
緩
・
治
安
の
悪
化

と
い
っ
た
地
域
社
会
が
直
面
す
る
問
題
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
行
わ
れ
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
、
関
心
の
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
対
応
は
、
近
世
前
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
幕
府
の
全
国
支
配
体
制

の
確
立
過
程
の
中
で
置
か
れ
た
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
、
地
域
社
会

を
取
り
巻
く
諸
制
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
地
域
社
会
の
対
応
の
外

枠
＝
外
的
契
機
で
あ
る
。「
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
」を
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
外
的
契
機
を
意
識
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
再
び
表
１
を
見
て
み
よ
う
。
大
島
は
「
地
域
区
分
」
に
対
応
す
る
研
究
動
向
を

ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
研
究
史
整
理
に
対
応
さ
せ
る
た
め
言
葉
を
補
っ
た

り
、
そ
の
後
の
研
究
動
向
な
ど
を
含
め
た
り
し
て
幾
分
ま
と
め
直
し
て
示
す
。
地
域
公
共

性
論
（
谷
山
・
平
川
・
藪
田
・
久
留
島
の
研
究
）
は
⑵
な
い
し
⑶
（
幕
領
）
地
域
類
型
、

中
間
支
配
機
構
論
も
⑵
な
い
し
⑷
⑸
類
型
、
藩
世
界
・
藩
社
会
・
藩
地
域
・
藩
領
社
会
・

領
国
地
域
社
会
論
は
⑷
⑸
⑹
類
型
、江
戸
周
辺
地
域
研
究
は
⑴
類
型
と
い
う
配
置
に
な
る
。

　

代
表
的
な
も
の
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
う
し
て
従
来
の
地
域
社
会
論
の
動
向
を
位

置
づ
け
て
み
る
と
、
地
域
社
会
論
は
単
に
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深
い
把
握
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
を
近
世
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
に
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍

化
の
両
立
が
可
能
と
な
り
、
分
析
知
を
総
合
知
に
結
び
付
け
、
よ
り
大
き
な
歴
史
像
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

２　

地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
へ

　

念
の
た
め
断
っ
て
お
く
と
、
私
が
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の

両
立
を
目
指
す
と
い
う
場
合
、
例
え
ば
畿
内
地
域
社
会
の
多
様
な
事
象
を
深
く
解
明
し
、

そ
の
積
み
上
げ
と
し
て
畿
内
地
域
社
会
の
全
体
像
に
迫
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
当
該
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深
い
把
握
の
枠
を

超
え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
地
域
社
会
の
個
別
性
を
深
く
把
握
し
、
さ
ら
に
当
該
地

域
社
会
を
近
世
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
把
握
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
地
域
社
会
の
個
別
性
を
深
く
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
幕
藩
制
支
配
と
の
関
係

を
意
識
す
る
こ
と
で
、列
島
規
模
で
全
体
的
な
認
識
へ
統
合
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
重
視
し
た
い
の
は
、
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
は
相
互
補
完
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幕
藩
制
支
配
の
あ
り
方
と
の
関
係
で
、運
動
構
造
や
、地
主・

豪
農
と
い
っ
た
中
間
層
の
存
在
形
態
な
ど
の
特
徴
が
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

個
別
性
を
深
く
把
握
す
る
に
は
、
幕
府
の
全
国
支
配
体
制
の
確
立
過
程
で
形
成
さ
れ
て
き

た
、
そ
の
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
諸
制
度
の
問
題
も
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
が
、「
地

域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
か
ら
一
般
化
・
普
遍
化
へ
」
と
一
方
通
行
の
よ
う
に
は
い
わ
ず
、

「
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
へ
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
た
め

で
あ
る
。

　

さ
て
、
私
の
関
心
に
引
き
付
け
て
述
べ
る
な
ら
、
私
の
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
は
畿
内
・
近

国
で
あ
る
が
、
近
年
は
そ
れ
に
加
え
、
関
八
州
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
を
進
め
て
い
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畿
内
非
領
国
論
で
あ
る
。
安
岡
は
先
進
―
中
間
―
後
進
と
い
っ
た
地
域
類
型
の
限
界
を
意

識
し
て
畿
内
非
領
国
概
念
を
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
安
岡
は
「
非
領
国
の

範
疇
は
、
主
と
し
て
幕
藩
体
制
の
構
造
の
解
明
に
役
立
て
る
た
め
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
純
粋
に
社
会
経
済
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
い（
９
）」
と
発
言
す
る
こ
と
に
な
る
。
幕
藩

制
支
配
の
あ
り
方
と
の
関
係
で
地
域
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

大
島
に
よ
る
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
論
は
、
こ
う
し
た
議
論
を
拡
大
し
、
各
地
域
の

あ
り
方
が
、
幕
府
に
よ
る
全
国
支
配
の
中
で
置
か
れ
た
戦
略
的
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

て
い
た
と
し
、
そ
の
こ
と
に
基
づ
け
ば
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深
い
把
握
に
基
づ
い
た

研
究
成
果
を
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
理
解
で
き
る
と
い
い
、
さ
ら
に
は
新
制
度
学
派

に
よ
る
「
大
き
な
物
語
」
と
の
リ
ン
ク
さ
え
も
提
言
す
る
。

　

経
済
史
家
の
大
島
ら
し
い
提
起
と
い
え
る
が
、
そ
も
そ
も
の
地
域
社
会
論
の
起
こ
り
か

ら
し
て
、「
大
き
な
物
語
」、
し
か
も
欧
米
発
の
欧
米
を
対
象
と
し
た
理
論
と
リ
ン
ク
さ
せ

る
必
然
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
新
制
度
学
派
の
理
論
の
有
効
性
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り

で
あ
る
が
、
欧
米
発
の
欧
米
を
対
象
と
し
た
理
論
を
日
本
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
大
島
自
身
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
お
わ
り
に
」
で
触
れ

る
程
度
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
提
起
の
中
心
は
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
で
あ
る
。
私
が
重

視
し
た
い
の
は
こ
の
部
分
で
あ
る
。

　

大
島
に
よ
る
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
地
域
類
型
に

つ
い
て
大
島
は
、
⑷
～
⑹
で
は
、
幕
府
に
よ
る
戦
略
的
位
置
づ
け
と
所
領
の
あ
り
方
が
対

応
性
を
有
す
る
も
の
の
、
⑴
～
⑶
で
は
、
そ
れ
は
一
定
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し

か
し
、
⑴
～
⑶
は
、
幕
府
の
強
い
管
轄
下
に
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
所
領
の

あ
り
方
は
、
各
地
域
の
戦
略
的
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
形
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
大
島
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

所
領
構
成
や
所
領
の
固
定
性
の
程
度
、
旧
族
居
付
型
か
転
入
型
か
、
在
地
支
配
に

お
け
る
武
士
の
到
達
度
＝
中
間
支
配
機
構
の
発
達
度
、
年
貢
・
諸
役
の
賦
課
度
合
い

（
家
臣
団
規
模
と
所
領
規
模
の
バ
ラ
ン
ス
、
幕
府
か
ら
の
役
負
担
の
軽
重
）、
と
い
う

表
１　

幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
（
試
論
）

地
域
の
戦
略
的
位
置

地
域
区
分

⑴　

将
軍
居
城
周
辺
地
域

江
戸
城
周
辺
地
域
（
関
東
八
カ
国
）

⑵　

将
軍
番
城
周
辺
地
域

大
坂
城
周
辺
地
域
（
畿
内
・
近
国
）

甲
府
城
周
辺
地
域
（
甲
斐
）

駿
府
城
周
辺
地
域
（
駿
河
）

⑶　

戦
略
的
支
配
拠
点
地
域
＊
１

経
済
的
、
地
理
的
、
外
交
的
、
宗
教
的
拠
点

⑷　

親
藩
大
名
領
国

三
家

三
卿

家
門

⑸　

譜
代
大
名
領
国
＊
２

固
定
型

移
動
型

⑹　

外
様
大
名
領
国

転
入
型

旧
族
居
付
型

＊
１　

他
地
域
も
す
べ
て
戦
略
的
で
あ
る
が
、
⑶
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、
⑴
⑵
以
外
の

幕
領
・
旗
本
領
の
ほ
か
、佐
渡
天
領
（
鉱
山
開
発
拠
点
）、対
馬
府
中
藩
や
蝦
夷
松
前
藩
（
外

交
拠
点
）、
日
光
社
領
（
宗
教
拠
点
）
な
ど
特
別
な
目
的
の
拠
点
を
想
定
し
て
い
る
。

＊
２　

譜
代
大
名
に
は
、
旧
族
居
付
の
ケ
ー
ス
は
存
在
せ
ず
、
基
本
的
に
新
領
地
へ
の
入

封
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
領
地
は
固
定
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ

こ
で
「
固
定
型
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
固
定
化
が
早
い
段
階
で
行
わ
れ
た
場
合
、「
移

動
型
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
固
定
化
が
遅
れ
て
一
八
世
紀
中
期
に
な
る
ケ
ー
ス
を
想
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
⑴
⑵
に
所
在
す
る
譜
代
大
名
領
は
、
分
類
と
し
て
は
⑴
⑵
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
⑸
の
規
定
も
受
け
る
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕
大
島
真
理
夫
「
近
世
地
域
社
会
論
の
成
果
と
課
題
―
「
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
」

論
の
提
起
―
」（『
日
本
史
研
究
』
五
六
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
よ
り
。
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持
ち
、
意
識
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

な
に
も
熊
本
藩
研
究
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
自
戒
の
念
も
込
め
て
述
べ
る
と
、
従

来
の
近
世
地
域
社
会
論
は
個
別
分
散
的
な
研
究
に
終
始
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
我
々
は
膨
大
な
分
析
知
を
共
有
す
る
に
至
っ
た
が
、
総
合
知
を
欠
い
た
状
態
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
克
服
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
先
の
序
章
で

言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
世
界
・
藩
社
会
・
藩
地
域
・
藩
領
社
会
・
領
国
地
域
社
会

論
も
、
そ
う
し
た
点
の
克
服
を
企
図
し
て
現
れ
た
研
究
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の

研
究
も
、
ま
だ
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
藩
地
域
概
念
も
提
唱
し
、
地
域
社
会
の
総
合
的
把
握
を
目
指
す

渡
辺
尚
志
の
一
連
の
研
究（
８
）に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
渡
辺
は
そ
の
著
『
豪
農
・

村
落
共
同
体
と
地
域
社
会
―
近
世
か
ら
近
代
へ
―
』（
柏
書
房
、二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、

所
有
や
共
同
体
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
蓄
積
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
と
い
う
普
遍
的
方

向
性
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、「
か
け
が
え
の
な
い
個
人
の
人
生
、
二
つ
と
な
い
地
域
の

個
性
を
も
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
個
別
性
の
深
い
把
握
と
一
般
化
・
類
型
化
の
追
求
と
は

け
っ
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
」
い
こ
と
を
述
べ
る
。
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深
い
把

握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
渡
辺
の
構
想
は
壮
大
で
あ

り
、
藩
地
域
論
と
て
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

私
は
渡
辺
の
多
数
の
著
作
に
触
れ
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の

両
立
に
正
面
か
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
に
感
服
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
両
立
に

成
功
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
（
分
析
知
）
は
確
か
に
緻
密

に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
般
化
・
普
遍
化
（
総
合
知
）
を
欠
い
て
は
い
な
い
か
と
い

う
印
象
を
持
つ
。
渡
辺
ほ
ど
の
精
力
的
か
つ
壮
大
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
研

究
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
地
域
社
会
の
様
相
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
近
世
社
会
全
体
の

中
に
位
置
づ
け
把
握
す
る
こ
と
に
、
い
ま
だ
成
功
は
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
他
に
も
多
く
の
地
域
社
会
論
の
成
果
が
あ
る
が
、「
は
じ
め
に
」
で
断
っ
た
よ
う
に
、

そ
の
全
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
主
要
な
研
究
動
向
を
整
理
す
る
に
と
ど
め
た

が
、
そ
れ
で
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
研
究
動
向
を
掴
む
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
横
た
わ
る
問
題
を
私
な
り
に
抽
出
し
て
み
た
。
そ
れ

は
同
時
に
近
世
地
域
社
会
論
の
課
題
で
も
あ
る
。
続
い
て
、
そ
う
し
た
課
題
を
ど
の
よ
う

に
克
服
で
き
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。

二　

近
世
地
域
社
会
論
の
新
展
開
を
目
指
し
て

　

私
が
、
近
世
地
域
社
会
論
の
課
題
を
克
服
し
、
そ
の
新
展
開
を
目
指
す
上
で
参
考
に
な

る
と
考
え
て
い
る
の
が
、
す
で
に
紹
介
し
た
大
島
論
考
で
提
起
さ
れ
た
「
幕
藩
制
支
配
の

地
域
類
型
」
論
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
島
の
議
論
は
あ
く
ま
で
提
起
で
あ
り
、
全
面
的
に

大
島
の
そ
れ
に
拠
る
こ
と
は
し
な
い
。
大
島
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
そ
の
提
起
に
不
十

分
な
点
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
私
は
大
島
の
提
起
は
傾
聴
に
値
す
る
と
考
え
て
い

る
。
以
下
で
は
、
大
島
の
提
起
の
是
非
も
問
い
な
が
ら
、
近
世
地
域
社
会
論
の
新
展
開
を

ど
の
よ
う
に
目
指
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

１　

幕
藩
制
支
配
と
地
域
社
会

　

大
島
は
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
論
を
提
起
す
る
前
に
、
社
会
経
済
史
的
地
域
類
型

論
の
衰
退
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
大
島
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
類
型
論
の
考
え
方
に

立
て
ば
、
地
域
は
人
類
史
規
模
の
「
大
き
な
物
語
」（
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
）
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
個
別
性
と
普
遍
性
は
リ
ン
ク
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
大
き

な
物
語
」
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
進
―
中
間
―
後
進
と
い
う
地
域

類
型
が
理
念
型
と
し
て
設
定
し
が
た
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
島
は
、
多
く
の
研
究
者

が
地
域
の
実
態
の
方
へ
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
認
識
を
持
っ
て
、
大
島
は
新
た
な
地
域
類
型
論
を
提
起
す
る
の
で
あ
る

が
、
大
島
も
述
べ
る
よ
う
に
、
す
で
に
安
岡
重
明
が
そ
の
端
緒
を
開
い
て
い
た
。
そ
れ
が

東京未来大学研究紀要  Vol.14　2020.3

二
二
六



　

な
お
、
そ
の
「
序
論　

本
書
の
課
題
」（
稲
葉
継
陽
）
に
お
い
て
、
近
世
地
域
社
会
論

の
研
究
状
況
が
整
理
さ
れ
る
中
で
、「「
地
域
社
会
論
」
の
成
果
を
非
領
国
地
域
に
限
定
し

て
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
代
表
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
拙
著
『
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』
で
あ
る
。
し
か
し
、

私
は
他
の
論
者
と
同
様
、「
非
領
国
地
域
に
限
定
し
て
捉
え
よ
う
」
と
は
し
て
い
な
い
。

藩
領
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
者
が
い
る
よ
う
に
、
非
領
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研

究
者
も
ま
た
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。近
世
地
域
社
会
論
が
非
領
国
か
ら
始
ま
り
、

当
時
は
ま
だ
同
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
研
究
者
が
多
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
程

度
の
こ
と
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
熊
本
藩
研
究
は
進
展
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
稲
葉
継
陽・今
村
直
樹
編
『
日

本
近
世
の
領
国
地
域
社
会
―
熊
本
藩
政
の
成
立
・
改
革
・
展
開
―
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
年
）
が
上
梓
さ
れ
た
。

　

同
編
著
で
は
、
領
国
地
域
社
会
を
単
に
非
領
国
地
域
社
会
に
対
置
す
る
の
で
は
な
く
、

「
序
章　
「
領
国
地
域
社
会
論
」
の
提
起
と
本
書
の
構
成
」（
稲
葉
継
陽
）
に
お
い
て
「
国

持
大
名
ク
ラ
ス
の
領
国
に
成
立
す
る
藩
政
と
対
応
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
百
姓
的
な
政
治

社
会
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藩
領
地
域
社
会
論
一
般
と
は
区
別
し
た
「
領
国

地
域
社
会
論
」
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
る
。

　
　

�

国
持
大
名
の
領
国
は
近
世
社
会
に
お
け
る
支
配
形
態
の
諸
類
型
の
う
ち
で　

大
き

な
物
理
的
比
重
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
と
行
政
権
と
が
一
体
化
し
て
長

期
維
持
さ
れ
た
そ
の
支
配
形
態
は
、
や
は
り
諸
類
型
の
う
ち
の
最
右
翼
と
評
価
さ
れ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
領
国
地
域
社
会
論
の
展
開
な
し
に
、
近
世
社
会
論
の
総
体
的
な
進
展
は

不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

　

力
の
入
っ
た
文
章
で
あ
る
が
、
諸
類
型
の
う
ち
の
最
右
翼
で
あ
る
か
ど
う
か
は
慎
重
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
諸
類
型
の
中
に
は
幕
府
の
そ
れ
も
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
き
な
物
理
的
比
重
と
長
期
維
持
さ
れ
た
支
配
形
態
を
評
価
す
る
に
し
て
も
、
幕

藩
体
制
全
体
の
中
で
の
外
様
大
藩
（
具
体
的
に
は
熊
本
藩
）
と
い
う
位
置
づ
け
も
十
分
考

慮
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

な
ぜ
私
が
右
の
よ
う
に
述
べ
る
の
か
と
い
う
と
、
右
の
序
章
で
の
次
の
言
及
に
強
く
賛

同
す
る
が
故
で
あ
る
。

　
　

�

日
本
近
世
社
会
の
研
究
を
志
す
者
が
、
具
体
性
を
持
っ
た
叙
述
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
認
識
を
獲
得
す
る
方
法
は
、
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
た
調
査
・
分
析
へ
の

沈
潜
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
獲
得
さ
れ
た
特
定
地
域
研
究
の

成
果
を
近
世
社
会
全
体
の
中
で
評
価
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
藩
領
・
支
配
国
・

非
領
国
に
区
分
さ
れ
る
日
本
近
世
の
支
配
体
制
の
構
成
を
踏
ま
え
、
対
象
地
域
固
有

の
条
件
に
充
分
目
配
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
展
開
さ
れ
て
い
る
「
藩
世
界
」「
藩

社
会
」「
藩
地
域
」「
藩
領
社
会
」
研
究
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
藩
領

社
会
の
様
相
を
把
握
し
、
そ
れ
を
幕
藩
制
社
会
全
体
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を

最
終
的
な
目
的
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

支
配
国
と
非
領
国
を
区
別
す
る
か
は
別
と
し
て（
７
）、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

大
枠
で
は
、
近
世
地
域
社
会
論
を
専
門
と
す
る
者
に
と
っ
て
共
通
の
目
的
と
な
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
稲
葉
継
陽
・
今
村
直
樹
編
著
で
は
領
国
地
域
社
会
論
が
提
起
さ
れ
、「
具
体

的
な
藩
領
社
会
の
様
相
を
把
握
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
が
幕
藩
制
社

会
全
体
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
近
世
社
会

論
の
総
体
的
な
進
展
に
領
国
地
域
社
会
論
は
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
え
て
い
る
の
か
。
厳
し

い
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
持
大
名
の
領
国
（
こ
こ
で
は
熊
本
藩
に
限
ら
れ
る
）
が

近
世
社
会
に
お
け
る
支
配
形
態
の
諸
類
型
の
中
で
最
右
翼
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
た
の
は
よ
い
が
、
結
局
は
、
総
合
知
を
欠
い
た
分
析
知
の
み
の
研
究
の
細
分
化
・
個

別
化
と
い
う
傾
向
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
今
後
の
共
同

研
究
の
課
題
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
地
域
社
会
の
様
相
を
把

握
し
、
そ
れ
を
近
世
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
方
法
論
を
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と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
個
別
領
域
を
越

え
て
展
開
し
た
広
域
的
な
地
域
社
会
と
は
位
相
を
異
に
し
た
、個
別
領
域
を
範
囲
と
す
る
、

つ
ま
り
領
主
制
下
の
地
域
社
会
を
描
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
久
留
島

に
よ
っ
て
そ
れ
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

す
で
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
自
身
、
支
配
の
実
現
に
果
た

し
た
中
間
支
配
機
構
の
役
割
に
注
目
し
、
彼
ら
を
核
に
形
成
さ
れ
る
領
主
制
下
の
地
域
社

会
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
主
な
成
果
が『
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』

で
あ
る
。

　

私
の
立
場
は
、
単
に
領
主
制
下
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
国
訴
や
広
域
集
会
に
関
す
る
研
究
が
、
そ
の
対
象
か
ら
必
然
化
さ
れ
た
こ

と
で
は
あ
っ
た
が
、
個
別
領
域
を
越
え
て
展
開
し
た
広
域
的
な
地
域
社
会
に
お
け
る
自
治

的
運
営
の
分
析
を
主
眼
と
し
、
結
果
と
し
て
支
配
の
把
握
が
弱
い
地
域
社
会
論
の
克
服
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
地
域
社
会
が
本
質
的
で
あ
る
か
な
ど
と
い
う

こ
と
で
も
な
く
、
広
域
的
な
地
域
社
会
は
そ
も
そ
も
幾
つ
も
の
個
別
領
域
の
複
合
体
と
い

え
、
そ
れ
ら
個
別
領
域
に
お
け
る
領
主
制
下
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
も
ま
た
明
ら
か
に
せ

ね
ば
、
近
世
的
な
地
域
社
会
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
を
強
く
抱

い
て
い
た
。

　

そ
う
し
て
、
私
は
主
に
播
磨
に
お
け
る
幕
領
・
御
三
卿
清
水
領
知
に
お
け
る
地
域
社
会

の
あ
り
方
を
分
析
し
た
。
具
体
的
に
は
、
近
世
後
期
、
特
に
寛
政
改
革
を
境
に
、
領
主
は

地
主
・
豪
農
層
か
ら
組
合
中
取
締
役
・
取
締
惣
代
・
社
倉
見
廻
役
兼
取
締
役
を
任
命
し
、

彼
ら
を
自
ら
の
支
配
機
構
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
政
策
を
効
果
的
に
実
施

し
、「
百
姓
成
立
」
を
実
現
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
私
は
彼
ら
を
新
た
な

民
政
官
僚
と
し
て
捉
え
、
民
政
の
深
化
を
地
域
社
会
論
の
形
で
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
領
主
制
下
の
地
域
社
会
と
広
域
的
・
自
治
的
な
地
域
社
会
と
が
補
完
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
を
も
解
明
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
や
方
法
論
に
違
い
は
あ
る
が
、
私
以
外
に
も
、
多
く
の
論
者
が
領
主
制
下

の
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
志
村
洋（
６
）は
各
地
の
大
庄

屋
制
を
、
町
田
哲
『
近
世
和
泉
の
地
域
社
会
構
造
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
は

和
泉
一
橋
領
知
の
惣
代
庄
屋
制
を
分
析
し
、
そ
し
て
、
山
崎
圭
『
近
世
幕
領
地
域
社
会
の

研
究
』（
校
倉
書
房
、二
〇
〇
五
年
）
は
信
濃
幕
領
の
郡
中
取
締
役
制
を
分
析
し
た
。
た
だ
、

い
ず
れ
の
研
究
も
中
間
支
配
機
構
を
分
析
対
象
と
し
て
は
い
る
が
、『
領
主
支
配
と
地
域

社
会
』
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
は
各
論
者
の
立
場
が
あ
る
も
の
の
、

領
主
支
配
の
展
開
の
中
に
有
機
的
に
中
間
支
配
機
構
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
換

言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
支
配
実
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
幕
藩
政
治
の
展
開
の
中
で
、
彼
ら
が
地
域
支
配
を
担
っ
て
い
た
事
実
を

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
が
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
、
地
域
社

会
論
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

　

私
が
『
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』
で
、
中
間
支
配
機
構
を
扱
っ
た
主
要
な
研
究
と
し
て

挙
げ
た
の
は
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
中
間
支
配
機
構
に
注
目
し
た
研
究
が
い
く

つ
も
世
に
問
わ
れ
た
。
な
か
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
畿
内
・
近
国
＝
非
領
国
を
中
心
と
し
た

研
究
に
対
す
る
批
判
も
込
め
て
、
藩
領
地
域
社
会
論
と
し
て
一
つ
の
潮
流
を
形
成
し
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
る
。
志
村
も
藩
領
を
対
象
に
し
て
お
り
、単
純
な
線
引
き
は
で
き
な
い
が
、

時
期
的
に
も
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
研
究
に
属
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
節
を
改
め
て

言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

３　

藩
領
の
地
域
社
会
と
支
配
に
関
す
る
研
究

　

例
え
ば
、
吉
村
豊
雄
・
三
澤
純
・
稲
葉
継
陽
編
『
熊
本
藩
の
地
域
社
会
と
行
政
―
近

代
社
会
形
成
の
起
点
―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
中
間
支
配
機
構
に
限
定

さ
れ
な
い
、
熊
本
藩
政
と
地
域
社
会
に
関
す
る
総
合
的
研
究
と
い
え
る
内
容
を
持
つ
。
従

来
、
積
極
的
に
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
藩
領
を
対
象
と
し
た
地
域
社
会
論
の
草

分
け
的
研
究
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
社
会
論
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
期
待
さ
せ
る
成
果
で

あ
る
。

東京未来大学研究紀要  Vol.14　2020.3

二
二
四



藪
田
は
郡
中
議
定
に
注
目
し
、
奉
行
所
と
村
と
の
間
の
中
間
的
な
社
会
領
域
が
問
題
に
さ

れ
た
。

　

第
二
は
、
近
世
民
衆
の
政
治
参
加
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
側
面
で

は
、
例
え
ば
国
訴
の
過
程
で
、
支
配
国
を
管
轄
す
る
奉
行
所
か
ら
国
触
を
得
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
事
実
が
注
目
さ
れ
、
民
衆
の
自
治
力
が
問
題
に
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
国
訴
は
民
衆
運
動
論
と
し
て
ば
か
り
か
、
地
域
社
会
論
と
し
て
も
読
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
大
ま
か
に
掴
み
取
る
な
ら
ば
、
個
別
領
域
を

越
え
て
展
開
す
る
広
域
的
な
地
域
社
会
に
お
け
る
自
治
的
運
営
を
高
く
評
価
す
る
と
い

う
点
で
、
三
者
は
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
た
。

　

な
お
、
谷
山
・
藪
田
・
平
川
と
は
扱
う
事
例
や
方
法
論
に
違
い
は
あ
る
が
、
三
者
と
問

題
設
定
の
仕
方
を
共
有
し
、
地
域
社
会
で
の
「
村
役
人
層
に
よ
る
自
治
」
を
高
く
評
価
す

る
と
い
う
意
味
で
、
久
留
島
浩
『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
）
も
、
本
節
に
含
め
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
、
幕
領
に
お
け
る

組
合
村
―
惣
代
庄
屋
制
の
発
見
と
、
そ
の
自
治
的
性
格
の
評
価
な
く
し
て
、
八
〇
年
代
以

降
の
地
域
社
会
論
の
盛
況
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

２　

支
配
の
実
現
と
中
間
支
配
機
構
に
関
す
る
研
究

　

国
訴
や
広
域
集
会
に
関
す
る
研
究
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
個
別
領
域
を
越
え
て
展
開
し

た
広
域
的
な
地
域
社
会
に
お
け
る
自
治
的
運
営
を
高
く
評
価
し
た
の
に
対
し
、
九
〇
年
代

頃
か
ら
、
支
配
の
観
点
か
ら
地
域
社
会
を
見
つ
め
な
お
す
研
究
が
生
ま
れ
た
。

　

村
田
路
人
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
は
「
支

配
の
実
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
一
つ
の
柱
と
し
て
近
世
支
配
の
特
質
を
考
察
し
、
畿
内
に
お

け
る
広
域
役
た
る
国
役
普
請
を
実
現
に
導
く
用
聞
（
用
達
）
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、岩
城
卓
二
『
近
世
畿
内・近
国
支
配
の
構
造
』（
柏
書
房
、二
〇
〇
六
年
）
は
、

用
聞
（
用
達
）
が
大
坂
町
奉
行
所
支
配
国
（
摂
津
・
河
内
・
和
泉
・
播
磨
）
を
範
囲
と
す

る
同
奉
行
所
に
よ
る
広
域
支
配
を
全
般
的
に
支
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。な
お
、

そ
の
後
、
藪
田
も
用
聞
（
用
達
）
に
注
目
し
、
彼
ら
を
「
領
主
制
と
支
配
国
を
つ
な
ぐ
環
」

と
し
て
捉
え
た（
３
）。
こ
の
捉
え
方
は
的
確
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
用
聞
（
用
達
）
は
、
あ
く

ま
で
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
個
別
領
域
を
越
え
た
広
域
支
配
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
、

個
別
領
域
単
位
に
配
置
さ
れ
た
役
で
、
そ
の
意
味
で
領
主
制
と
支
配
国
を
つ
な
ぐ
役
と
し

て
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
用
聞
（
用
達
）
は
支
配
者
と
被
支
配
者
の
中
間
に
位
置

し
、
支
配
そ
の
も
の
を
担
う
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

　

中
間
支
配
機
構
と
は
、
ま
さ
に
支
配
者
と
被
支
配
者
の
中
間
に
位
置
し
、
領
主
支
配
そ

の
も
の
を
地
域
社
会
で
担
う
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
領
主
権
力
を
分
与

さ
れ
た
下
級
支
配
機
構
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
名
主
（
庄
屋
・
肝
煎
）

が
、
村
の
支
配
機
構
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
と
同
時
に
、
村
民
の
代
表
と
し
て
自
治
的
な

村
運
営
も
担
う
存
在
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
中
間
支
配
機
構
で
あ
る
大
庄
屋
・
惣
代
庄
屋
・

取
締
役
な
ど
も
、
組
合
村
な
ど
の
支
配
機
構
と
し
て
の
側
面
と
同
時
に
、
多
か
れ
少
な
か

れ
、
地
域
住
民
ら
の
代
表
と
し
て
の
側
面
＝
惣
代
性
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

惣
代
庄
屋
に
つ
い
て
は
、
久
留
島
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
久
留
島
は
、
惣
代
庄
屋
が
代
官
所
支
配
を
実
質
的
に
支
え
る
中
間
支
配
機

構
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
が
一
種
の
地
方
自
治
機
構
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
し
、

「
惣
代
庄
屋
制
的
自
治
」
を
高
く
評
価
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
既
述
の
研

究
史
的
観
点
か
ら
も
、
敢
え
て
本
節
に
含
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
以
降
、
中

間
支
配
機
構
の
存
在
に
注
目
し
て
、
領
主
制
下
の
地
域
社
会
論
に
取
り
組
ん
で
き
た
私
と

し
て
は
、
久
留
島
が
惣
代
庄
屋
の
自
治
的
性
格
を
高
く
評
価
す
る
あ
ま
り
、
彼
ら
の
中
間

支
配
機
構
と
し
て
の
性
格
を
過
少
に
評
価
し
て
い
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、久
留
島
浩『
近
世
幕
領
の
行
政
と
組
合
村
』の
書
評（
４
）や『
領

主
支
配
と
地
域
社
会
』
に
お
い
て
詳
述
し
た
の
で
再
論
は
避
け
る
。
た
だ
行
論
上
、
必
要

な
範
囲
で
簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
、
惣
代
庄
屋
が
代
官
所
支
配
を
実
質
的
に
支
え
る
中
間
支

配
機
構
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
何
よ
り
、
久
留

島
自
身
が
「
組
合
村
―
惣
代
庄
屋
制
を
介
在
さ
せ
て
し
か
幕
領
の
支
配
が
実
現
し
な
い（

５
）」
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そ
の
前
提
と
し
て
、
従
来
の
近
世
地
域
社
会
論
の
動
向
を
踏
ま
え
、
そ
の
課
題
を
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

近
世
地
域
社
会
論
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
幾
つ
も
の
要
領
を
得
た
整
理

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
、
地
域
社
会
は
も
と
よ
り
、
村
を
題
材
と
し
た
研
究
自
体

が
後
背
に
退
く
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
膨
大
な
研
究
蓄
積
の
あ
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
詳
細
す
ぎ
る
研
究
史
整
理
は
行
わ
ず
、
紙

幅
の
許
す
範
囲
内
で
近
世
地
域
社
会
論
の
動
向
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
世
地
域
社
会
論
の
研
究
史
整
理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
新
展
開
の
た
め
の

問
題
提
起
を
な
し
た
論
考
と
し
て
、
大
島
真
理
夫
「
近
世
地
域
社
会
論
の
成
果
と
課
題

―
「
幕
藩
制
支
配
の
地
域
類
型
」
論
の
提
起
―（
１
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
私
は
い
ま
な
お
、

同
論
考
が
豊
か
な
提
起
力
を
失
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
島
は
「
は
じ
め
に
」
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
近
世
史
の
研
究
動
向
を
見
て
、
表

題
に「
地
域
社
会
」と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
る
状
況
を
前
に
、次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

地
域
の
こ
と
を
取
り
上
げ
れ
ば
、何
で
も
地
域
社
会
論
に
な
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。

そ
う
し
た
傾
向
は
、
近
世
史
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
史
全
般
の
よ
う
で
あ
る
。
広
瀬

和
雄
は
、
考
古
学
界
の
現
状
に
つ
い
て
、
土
地
開
発
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
、
考
古

学
資
料
が
個
々
の
研
究
者
に
は
制
御
し
が
た
い
ほ
ど
激
増
し
た
こ
と
や
、「
大
き
な

物
語
」
を
喪
失
し
て
拠
り
所
を
無
く
し
た
時
代
精
神
の
結
果
と
し
て
、
地
域
的
な
多

様
性
や
個
性
に
注
目
す
る
だ
け
で
総
合
知
を
欠
い
た
、
分
析
知
の
み
の
研
究
の
細
分

化
、
個
別
化
と
い
う
傾
向
を
憂
え
て
い
る
が
、
近
世
史
に
つ
い
て
も
、
土
地
開
発
を

市
町
村
史
編
纂
と
言
い
換
え
れ
ば
、
状
況
は
似
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
本
史
研
究
全
般
に
及
ぶ
言
及
で
は
あ
る
が
、
近
世

地
域
社
会
論
を
問
題
に
す
る
中
で
の
発
言
で
あ
り
、
現
在
の
地
域
社
会
論
の
状
況
に
も
当

て
は
ま
る
指
摘
と
い
え
る
。

　

大
島
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
一
枚
岩
的
な
画
一
的
研
究
よ
り
個
別
分
散
的
な
研
究
を
す

る
方
が
ず
っ
と
ま
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
地
域
社
会
と
い
う
語
が
多
様
な
内

容
を
含
み
、
便
利
で
あ
る
が
故
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
総
合
知
を
欠
い
た
分
析
知
の
み
の
研
究
の
細
分
化
・
個
別
化
と
い
う
傾
向
を

生
み
出
し
て
い
る
、
と
い
う
状
況
分
析
で
あ
ろ
う
。
大
島
の
近
世
地
域
社
会
論
に
つ
い
て

の
危
機
意
識
の
表
明
と
も
い
え
る
。
大
島
は
、
右
の
傾
向
の
具
体
的
様
相
を
理
解
し
、「
処

方
箋
」
を
示
そ
う
と
す
る
。
前
者
が
研
究
史
整
理
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

以
下
で
は
、
詳
細
な
研
究
史
整
理
は
大
島
論
考
等
に
譲
る
と
し
て
、
時
に
大
島
論
考

等
の
整
理
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
近
年
の
研
究
動
向
を
含
め
た
、
近
世
地
域
社
会
論
の
主

要
な
研
究
動
向
を
独
自
の
視
点
か
ら
整
理
し
直
し
、そ
の
課
題
を
把
握
す
る
。
そ
の
上
で
、

大
島
の
示
す
処
方
箋
の
有
効
性
を
問
題
に
す
る
中
で
、
近
世
地
域
社
会
論
の
課
題
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

一　

近
世
地
域
社
会
論
の
動
向

１　

国
訴
や
広
域
集
会
に
関
す
る
研
究

　
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
地
域
社
会
論
は
、
畿
内
に
お
け
る
国
訴
や
広
域
集
会
に
関
す
る

研
究
と
い
う
形
で
、
一
世
を
風
靡
し
た
。
す
で
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
領
主
支
配
と
地

域
社
会
』
の
「
序
章
―
本
書
の
課
題
と
方
法
―
」
で
も
や
や
異
な
る
角
度
か
ら
述
べ
た
が
、

よ
り
深
ま
っ
た
把
握
へ
向
け
、
再
論
も
含
め
た
検
討
を
行
い
た
い
。

　

国
訴
や
広
域
集
会
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
は
、
谷
山
正
道
『
近
世
民
衆
運

動
の
展
開
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
）、
平
川
新
『
紛
争
と
世
論
―
近
世
民
衆
の
政
治

参
加
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
六
年
）、藪
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
』（
校

倉
書
房
、
一
九
九
二
年
）、
同
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
五
年
）、
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
三
者
に
よ
る
研
究
の
新
し
い
方
法
論
と
し
て
は
、

藪
田
の
指
摘（
２
）を
参
考
に
す
れ
ば
、
次
の
二
点
に
ま
と
め
う
る
。

　

一
つ
は
、
国
訴
を
地
域
社
会
形
成
史
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
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は
じ
め
に

　

私
が
『
近
世
後
期
の
領
主
支
配
と
地
域
社
会
―
「
百
姓
成
立
」
と
中
間
層
―
』（
清
文

堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
以
下
で
は
『
領
主
支
配
と
地
域
社
会
』
と
略
す
）
を
上
梓
し
て

か
ら
、
早
や
一
〇
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
近
世
地
域
社
会
論
の
深

化
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
い
。

近
世
地
域
社
会
論
の
動
向
と
課
題

　
　
　
　

―
―
個
別
性
の
把
握
と
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
に
向
け
て
―
―

山　

﨑　

善　

弘１
）

要　

旨

　

従
来
の
近
世
地
域
社
会
論
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
（
分

析
知
）
は
緻
密
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
般
化
・
普
遍
化
（
総
合
知
）
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
把
握
と
一
般

化
・
普
遍
化
と
は
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
両
立
し
て
初
め
て
真
の
地
域
社
会
論
と
い
え
る
。

現
状
を
克
服
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
大
島
真
理
夫
が
提
起
し
た
「
幕
藩
制

支
配
の
地
域
類
型
」
論
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
問
題
点
を
も
浮
き
彫
り
に

し
な
が
ら
、
最
終
的
に
私
の
研
究
に
引
き
付
け
て
、
地
域
社
会
の
個
別
性
の
深
い
把
握

と
そ
の
一
般
化
・
普
遍
化
の
両
立
に
向
け
た
考
察
を
展
開
し
た
。

　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
世
、
地
域
社
会
、
個
別
性
の
把
握
、
一
般
化
・
普
遍
化
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